
新潟大学 工学部が変わります！



新工学部

平成29年4月から

工学部は１学科９プログラムに変わります。

新潟大学工学部は，平成29年度から新しく生まれ変わります。これまでの７学科を１学科に

統合して工学分野の連携を図り，学びに対する確固たる動機付けを行うことにより，学生が幅

広い視野を持って，基礎知識と高度な専門分野をバランスよく修得することができる主専攻プ

ログラムに再編します。これからのグローバル社会に対応できる人材育成に向けて，工学系主

専攻プログラムによる工学教育の充実と高度化を図ると同時に，これまでの工学の域を超え

た分野横断・文理融合型主専攻プログラムを新設します。

現行（平成２８年度まで）
工学部（学生定員４８０人）

機械システム工学科（８８人）

電気電子工学科（７３人）

情報工学科（６４人）

福祉人間工学科（５０人）

化学システム工学科（７８人）

建設学科（７８人）

機能材料工学科（４９人）

新しい組織（平成２９年度以降）
工学部（学生定員５３０人）

工学科（学生定員５３０人）

力学分野
１２７人（目安）
（工学系）

機械システム工学 88人（目安）

社会基盤工学 39人（目安）

情報電子分野
１５２人（目安）
（工学系）

電子情報通信 73人（目安）

知能情報システム 79人（目安）

化学材料分野
１２７人（目安）
（工学系）

化学システム工学 78人（目安）

材料科学 49人（目安）

建築分野 ３９人（目安）
（工学系）

建築学 39人（目安）

融合領域分野
８５人（目安）
（分野横断型）

人間支援感性科学 55人（目安）

協創経営 30人（目安）



工学科の新しい９つの主専攻プログラム

１年次において，工学教育への転換・導入教育を受けた後に，Ａ：力学分野，Ｂ：情報電子分

野，Ｃ：化学材料分野，D：建築分野あるいはE：融合領域分野の５つの分野に分かれて勉強し

ます。このように工学全体を俯瞰した上で，２年次より専門分野の主専攻プログラムの教育を

受けることができます。

一般入試では，大括り一括入試を実施します。受験する際に，A～Eの５分野の志望する順

位を付けてもらいます。入学前に特定の専門分野に強い関心を持っている人に対しては，主

専攻プログラム単位で選抜する推薦入試を実施します。
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平成29年度 新潟大学工学部 入試案内

○入学定員（募集人員）

学部 学科 入学定員
募集人員

一般入試
推薦入試 帰国子女 社会人

前期日程 後期日程

工学部 工学科 530人 349 71 110人 若干人

○選抜方法
工学科全体で入学者選抜試験を実施します。概ねの募集人員は，次のとおりです。
一般入試（前期日程・後期日程）では，出願時に5つの分野に対する志望順位を記載し，分野ごとに合格

者を決定します。
推薦入試では，主専攻プログラムごとに選抜し，合格者を決定します。

学科 分野 プログラム 入学定員合計 前期 後期 推薦

工学科

力学分野
機械システム工学プログラム

127人 86人 17人
18人

社会基盤工学プログラム 6人

情報電子分野
電子情報通信プログラム

152人 101人 21人
15人

知能情報システムプログラム 15人

化学材料分野
化学システム工学プログラム

127人 89人 18人
12人

材料科学プログラム 8人

建築分野 建築学プログラム 39人 28人 6人 5人

融合領域分野
人間支援感性科学プログラム

85人 45人 9人
19人

協創経営プログラム 12人

（注） 主専攻プログラムへの配属は2年次進級時です。
表中の人数は目安であり，増減することがあります。

○一般入試（前期・後期）

学科名 分野 区分 大学入試センター試験の利用教科・科目 個別学力検査等

工学科

力学分野
情報電子分野
化学材料分野
建築分野
融合領域分野

前期

国
数

理
外
地歴・
公民

国語 必須
数Ⅰ・数Ａ 必須
数Ⅱ・数B，簿・会，情報から１
物，化，生，地学から２
英，独，仏，中，韓から１
世B，日B，地理B，現社，倫，
政経，倫・政経から１

〔5教科7科目〕

数 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ 必須

理 物基・物，化基・化，生基・生，
地基・地学から１

外 英（コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲ・
英語表現Ⅰ・Ⅱ） 必須

後期 その他 面接 必須

○大学入試センター試験・個別学力検査等の配点

学科 分野 区分 試験の区分
大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等

合計
国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 面接

工学科

力学分野
情報電子分野
化学材料分野
建築分野
融合領域分野

前期

センター試験 100 （100） （100） 200 200 200 800

個別学力検査等 300 200 200 700

後期

センター試験 100 （100） （100） 200 200 200 800

個別学力検査等 100 100



口頭試問の内容

形式 学科 主専攻プログラム

募集
人員

出願要件
センター
試験

センター
試験科目

本学が実
施する試
験等

配点

H29 面接
書類
審査

合計

推
薦
入
試(

A)

工

学

科

機械システム工学 3
工業に関する教科・科目を20単
位以上修得（見込みを含む。）し
た者〔学科の指定なし〕

課さな
い

面接（口頭
試問含む）
書類審査

140 60 200

社会基盤工学 2
工業に関する教科・科目を20単
位以上修得（見込みを含む。）し
た者〔学科の指定なし〕

電子情報通信 4

工業及び情報に関する教科・科
目を20単位以上修得（見込みを
含む。）した者〔学科の指定な
し〕

知能情報システム 3

工業，情報及び商業に関する教
科・科目を20単位以上修得（見
込みを含む。）した者〔学科の指
定なし〕

化学システム工学 2

工業，農業及び水産に関する教
科・科目を20単位以上修得（見
込みを含む。）した者〔学科の指
定なし〕

材料科学 2

工業，農業及び水産に関する教
科・科目を20単位以上修得（見
込みを含む。）した者〔学科の指
定なし〕

建築学 2
工業に関する教科・科目を20単
位以上修得（見込みを含む。）し
た者〔学科の指定なし〕

人間支援感性科学 2

工業，情報及び商業に関する教
科・科目を20単位以上修得（見
込みを含む。）した者〔学科の指
定なし〕

協創経営 2

工業，情報及び商業に関する教
科・科目を20単位以上修得（見
込みを含む。）した者〔学科の指
定なし〕

合計 22

主専攻プログラム名 口頭試問の内容

機械システム工学 数学，英語，工業（設計製図）に関する基礎的な学力を問う試問

社会基盤工学 工業（土木）に関する基礎的な学力を問う試問

電子情報通信 英語，工業（電気基礎）に関する基礎的な学力を問う試問

知能情報システム 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問

化学システム工学 化学，英語に関する基礎的な学力を問う試問

材料科学 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問

建築学 工業（建築）に関する基礎的な学力を問う試問

人間支援感性科学 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問

協創経営 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問

○推薦入試

推薦入試は主専攻プログラムごとに実施します。

（1）推薦入試（A）



（２）推薦入試（B）

形式学科 主専攻プログラム

募集
人員 出願要件

センター
試験

センター試験科目
本学が実施する

試験等
H29

推
薦
入
試
（
Ｂ)

工
学
科

機械システム工学 15

高等学校の普通科等
（推薦入試（A)の出願要
件に該当しない者）

課す
面接（口頭試問
含まない）
書類審査

社会基盤工学 4

電子情報通信 11

知能情報システム 12 国 国語 必須

化学システム工学 10
数

数Ⅰ・Ａ，数Ⅱ・Ｂ，簿・会，
情報から1材料科学 6

建築学 3 外 英，独，仏，中，韓から1

人間支援感性科学 5 〔3教科3科目〕

協創経営 10

合計 76

配点

形式 学科 主専攻プログラム
大学入試センター試験 本学が実施する試験等

合計

国語 数学 外国語 面接
書類
審査

推
薦
入
試
（Ｂ)

工学科

機械システム工学
社会基盤工学
電子情報通信
知能情報システム
化学システム工学
材料科学
建築学
人間支援感性科学
協創経営

100 200 200 140 60 700

（３）推薦入試（C）

形式 学科 主専攻プログラム

募集
人員

出願要件
セン
ター
試験

セン
ター
試験
科目

本学が
実施す
る試験
等

面接
書類
審査

合計
H29

推
薦
入
試
（
C)

工

学

科

機械システム工学 若干名
出願要件①
SSHカリキュラムを受講した者で，下記の
いずれかもしくは両方を満たした者
[出願要件に該当していることを証明する
客観的資料を添付すること。]

・SSHの指定を受けている高等学校ま
たは中等教育学校において研究または
実験を行ったことのある者
・大学，官公庁及び企業等の研究機関

において研究または実験を行ったことの
ある者

出願要件②
科学系コンテストなどで入賞し，その成
果が高く評価されている者
（科学系コンテストの内容は別表を参照）
[出願要件に該当していることを証明する
客観的資料を添付すること。]
人間支援感性科学プログラムでは，加え
て，卓越した能力をもつ者も可とする。
（能力の内容及びそれを証明する客観的
資料については別表を参照）

課さ
ない

面接（口
頭試問
含む）
書類審
査

140 60 200

社会基盤工学 若干名

電子情報通信 若干名

知能情報システム 若干名

化学システム工学 若干名

材料科学 若干名

建築学 若干名

人間支援感性科学 12

協創経営 若干名



別表 科学系コンテスト及び卓越した能力について

主専攻プログラム名
出願要件の一つとなる具体的な科学系コンテスト名と認定基準及び

人間支援感性科学プログラムにおける卓越した能力の内容
（過去3年間に以下の基準を満たした者）

機械システム工学
日本数学オリンピック予選Aランク者
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者

社会基盤工学

日本数学オリンピック予選Aランク者
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者
化学グランプリ一次選考通過者
日本情報オリンピック予選通過者
日本生物学オリンピック予選通過者
日本地学オリンピック予選通過者
科学地理オリンピック日本選手権一次選抜通過者

電子情報通信
日本数学オリンピック予選Aランク者
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者

日本情報オリンピック予選通過者

知能情報システム 日本情報オリンピック本選Aランク通過者

化学システム工学 化学グランプリ二次選考入賞者

材料科学
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者
化学グランプリ一次選考通過者

建築学

日本数学オリンピック予選Aランク者
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者

化学グランプリ一次選考通過者
日本情報オリンピック予選通過者

人間支援感性科学

・日本情報オリンピック予選通過者
・卓越した造形芸術の能力をもつ者

[作品の実態がよくわかる写真（立体の場合，多方向）・設計図などの資料（※）。面
接時，試験場に持ち込み可能な作品は持参すること。]

・卓越した音楽の演奏能力または作曲能力をもつ者
[本人による演奏を記録したビデオ映像または作品資料（※）。]

・卓越したスポーツの技能を有する者
［各種大会の参加，公式記録，入賞を証明するもの（参加証，記録認定証，
賞状など）を添付すること。］

協創経営

日本数学オリンピック予選Aランク者
全国物理コンテスト「物理チャレンジ」第1チャレンジ通過者
化学グランプリ一次選考通過者
日本情報オリンピック予選通過者
日本生物学オリンピック予選通過者
日本地学オリンピック予選通過者
科学地理オリンピック日本選手権一次選抜通過者

（※）本人が制作，演奏又は作曲したことをクラス担任が証明する書類（様式は任意）を添えてください。

口頭試問の内容

主専攻プログラム名 口頭試問の内容

機械システム工学 数学に関する基礎的な学力を問う試問と，出願要件①あるいは②に関する試問

社会基盤工学 出願要件①あるいは②に関する試問

電子情報通信 出願要件①あるいは②に関する試問

知能情報システム 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問と，出願要件①あるいは②に関する試問

化学システム工学 化学，英語に関する基礎的な学力を問う試問と，出願要件①あるいは②に関する試問

材料科学 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問と，出願要件①あるいは②に関する試問

建築学 出願要件①あるいは②に関する試問

人間支援感性科学 出願要件①あるいは②に関する試問

協創経営 数学，英語に関する基礎的な学力を問う試問と，出願要件①あるいは②に関する試問


